
少
子
化
に
加
え
、
首

都
圏
な
ど
大
都
会
へ
の

人
口
集
中
で
住
民
が
減

り
、地
方
都
市
が
衰
退

し
て
い
く
と
の
報
道
が

少
し
前
、話
題
と
な
っ

て
い
た
。
長
年
地
域
の

人
々
の
足
と
な
っ
て
い
た
路
線
バ

ス
も
本
数
削
減
か
ら
、
さ
ら
に
は

路
線
廃
止
に
ま
で
至
る
地
方
都
市

が
増
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
乗
客

の
減
少
に
加
え
運
転
手
不
足
で
、

採
算
上
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
る

が
、買
い
物
や
病
院
に
も
行
け
な

く
な
る
な
ど
住
民
に
と
っ
て
は
大

問
題
だ
▼
そ
う
な
る
と
や
む
な

く
、便
利
な
大
都
市
に
転
居
す
る

人
も
い
る
だ
ろ
う
。
住
民
が
減
れ

ば
ス
ー
パ
ー
な
ど
日
常
生
活
の
上

で
必
要
な
店
が
撤
退
し
、
そ
の
た

め
に
不
便
な
土
地
を
離
れ
る
住
民

が
増
え
、
ま
す
ま
す
生
活
し
に
く

い
地
と
な
る
。
悪
循
環
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、何
十
年
か
先
に
は
地

方
都
市
の
消
滅
が
現
実
化
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
の
だ
▼
よ
く

「
地
方
の
活
性
化
」と
い
う
こ
と
が

い
わ
れ
る
が
、現
状
は
活
性
化
す

べ
き
本
体
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
る

危
機
に
陥
っ
て
い
る
の
だ
。
つ
ま

り
は
「
活
性
化
」
以
前
の
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
で

は
、「
対
策
」は
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
ど
う
に
も
名
案

が
思
い
浮
か
ば
な
い
▼
昭
和
30
年

代
頃
の
商
店
街
の
写
真
を
見
た
こ

と
が
あ
る
。
店
の
前
い
っ
ぱ
い
に

人
が
あ
ふ
れ
て
、通
行
出
来
な
い

ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
る
の
が
よ
く
分

か
る
。
そ
れ
か
ら
考
え
る
と
、都

市
の
消
滅
を
防
ぐ
に
は
、
や
は
り

「
人
口
増
」し
か
な
い
。
結
局
、少

子
化
対
策
を
有
効
に
進
め
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
ろ
う
か
。

連
日
の
酷
暑
を
考
慮
し
た
熱

中
症
対
策
と
し
て
昨
年
に
続
き
屋

内
外
の
2
部
構
成
の
形
を
と
り
、

延
暦
寺
会
館
で
「
平
和
の
式
典
」

を
、
一
隅
を
照
ら
す
会
館
前
「
祈

り
の
広
場
」
で
「
平
和
の
祈
り
」

を
実
施
。
3
年
後
に
は
40
周
年
の

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
祈
り

の
意
義
と
精
神
を
継
承
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
広
い
世
代
や
立
場
か

ら
の
参
画
を
得
た
。

例
年
宗
教
者
が
登
壇
し
て
い

た
「
平
和
を
語
る
」
で
は
、
よ
り

幅
広
く
多
角
的
な
視
点
か
ら
平
和

の
意
義
や
宗
教
者
の
責
務
を
考

え
る
た
め
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

P
M
S
（
ピ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
・
メ

デ
ィ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
）
支
援
室

室
長
の
藤
田
千
代
子
さ
ん
を
講
師

に
招
い
た
。「
平
和
の
力
を
信
じ

―
―
中
村
先
生
の
意
志
を
継
い

で
―
―
」
と
題
し
て
、
故
中
村

哲
医
師
と
共
に
歩
ん
だ
パ
キ
ス
タ

ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
や
、
食
糧
支
援
、
用
水
路
建

設
と
い
っ
た
経
験
を
振
り
返
り
、

現
地
の
厳
し
い
状
況
や
平
和
の
尊

さ
を
伝
え
た
。

ま
た
こ
の
集
い
の
「
祈
り
の

精
神
」
を
将
来
へ
継
承
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
始
め
て
お
り
、
若

手
宗
教
者
に
も
参
加
を
呼
び
か
け

た
。
次
世
代
を
担
う
宗
教
者
を
代

表
し
て
、
教
派
神
道
連
合
会
か
ら

北
川
真
喜
子
さ
ん
、
神
社
神
道
か

ら
金
子
元
紀
さ
ん
が
『
比
叡
山

メ
ッ
セ
ー
ジ
』
を
朗
読
。
先
達
ら

に
よ
っ
て
紡
が
れ
て
き
た
精
神
を

再
び
胸
に
刻
み
、
平
和
に
向
け
た

宗
教
者
の
使
命
と
責
務
を
再
確
認

し
た
。

「
平
和
の
祈
り
」
で
は
大
樹
孝

啓
天
台
座
主
猊
下
ら
9
人
の
教
宗

派
代
表
者
が
登
壇
し
、
文
殊
楼
横

に
あ
る
「
世
界
平
和
の
鐘
」
を
天

台
仏
教
青
年
連
盟
の
杉
谷
義
恭
代

表
と
甲
斐
健
盛
副
代
表
、
小
林
伯

裕
副
代
表
が
鐘
打
。
荘
厳
な
鐘
の

響
き
に
包
ま
れ
る
中
、
会
場
の
参

加
者
全
員
で
黙
祷
し
世
界
平
和
へ

祈
り
を
捧
げ
た
。

主
催
者
代
表
と
し
て
挨
拶
さ

れ
た
大
樹
座
主
猊
下
は
、「
世
界

で
は
大
規
模
な
自
然
災
害
や
武
力

紛
争
が
続
き
、
命
を
落
と
し
て
い

る
人
々
が
多
く
お
ら
れ
る
。
一
刻

も
早
い
復
興
と
和
解
へ
向
か
う

よ
う
、
共
に
強
く
祈
り
続
け
た

い
」と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
当
日
、

Y
o
u
T
u
b
e
で
生
配
信
さ
れ

た
「
平
和
の
祈
り
」
の
模
様
は
、

公
式
サ
イ
ト
に
て
ア
ー
カ
イ
ブ
動

画
の
視
聴
が
可
能
。

天台宗公式HP
内特設サイト
「平和の祈り」
の様子が視聴
できます。

教
宗
派
の
代
表
が
登
壇
し
、参
加
者
全
員
で
平
和
を
祈
っ
た

祈
り
の
精
神
を

　
　
　

    

次
世
代
へ

極 微
ご く み

比叡山宗教サミット37周年「世界平和祈りの集い」

祈
り
の
精
神
を

　
　
　

    

次
世
代
へ

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
37
周
年
「
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
」が
8
月
4

日
、比
叡
山
上
に
て
開
催
さ
れ
、諸
宗
教
の
代
表
者
ら
4
2
0
名
が
共
に

世
界
平
和
へ
祈
り
を
捧
げ
た
。
受
け
継
が
れ
て
き
た
集
い
の
精
神
を
次

世
代
へ
継
承
す
る
た
め
、本
年
は
若
手
宗
教
者
の
参
画
が
積
極
的
に
推
進

さ
れ
た
。（
4
・
5
面
に
関
連
記
事
）

祈
り
の
精
神
を

　
　
　

    

次
世
代
へ

　

宮
崎
県
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
、
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

天
　
　
　
　
台
　
　
　
　
宗

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
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